
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

 

①事例名 

教員業務支援員による各種支援の取組 

②学校名 

彦根市立城南小学校 
                                        連絡先 ０７４９－２２－４５１８ 

③取組分野（複数選択可） 

☑教員業務支援員（ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ）の効果的な活用事例 

 

④直面していた課題（取組前の様子） 

新たに本校へ赴任してきた教員、そして高学年担任、特別支援学級担任を中心に帰宅時間が遅く、午後8時過ぎま 
で時間外勤務していることが多い現状であった。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

教員業務支援員による業務支援 
 ・配布物の仕分けと配布 
 ・授業にかかるプリント印刷 
 ・行事にかかる資料印刷 
 ・保護者あて文書印刷 
 ・職員室来室児童、課題のある児童への対応 
 ・授業支援 
 
 取組のポイント 
・支援員との勤務時間のずれにより、支援依頼内容を直接伝
えることが難しいため、連絡カードを活用し、意思疎通を図
った。 
・支援員の得意なことを生かし、家庭科を中心に、ミシンや調 
理実習時に支援をいただいた。 

 

⑦取組の成果 

・担任が必要なプリント類を、支援員が事前に印刷すること
で、それぞれの担任の教材研究や児童と関わる時間の確保
ができた。 
・支援員が積極的に児童と関わりをもち、つながりを構築す
ることで、職員室に教員が不在の時、業務補助をしてもらっ
た。 
・支援員の特技を生かし、家庭科におけるミシンや裁縫の学
習、調理実習などで補助に入り、担任だけでなく複数で指導
することができた。 

 
 
成果のポイント 

・効果的な連絡カードの活用 
・本支援員は、一昨年度まで本校で事務職員として勤務して
いたこともあり、学校のことをよく理解していることが、大
きな成果につながっている。 

 
 
 

 

 

【授業支援】 

【配布ボックスの活用】 

【支援員との連絡カード】 


